
 

 

 

地域交通課 

赤坂ルートのダイヤ変更について 

１ 背景・課題 

ちぃ ばす赤坂ルート は、 都営バス路線撤退後の交通手段を 提供するため、 平成１ ６ 年か

ら 運行事業者の自主採算性により 運行を開始し まし た。  

運行開始以降、 ルート 変更、 停留所の新設や始発便の繰り 上げ等の運行改善を 実施し ま

し た。 し かし 、 利用者数は減少傾向にあり 、 年間利用者が３ ０ 万人前後と ちぃ ばす路線の

中では、 麻布東に続き 二番目に低く 、 収支率は麻布東、 芝に次いで低い値になっ ていま

す。  

また、 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大の影響による利用者数の減少で、 令和２ 年度の１

便あたり の平均利用者数は１ ５ 人以下と 少ない状態です。 また、 １ 日の最大乗車人数は平

日で１ ７ 人、 休日で１ ６ 人と 車両の乗車定員（ ３ ５ 人） の半分程度と なっ ています。  

運行事業者の自主採算性により 、 運営さ れているこ と を踏まえ、 新型コ ロナウイ ルス感

染症拡大の影響による１ 便あたり の利用者数の減少に伴う 過剰運行を抑制し 、 経費削減を

進める必要があり ます。  

 

２ 変更内容 

（１）ダイヤ 

運行間隔を 平日、 土休日と も に２ ０ 分から ３ ０ 分に変更し ます。  

 

（２）効果 

⚫  １ 便あたり の利用者数が増加し 、 運行効率が向上し ます。  

⚫  ダイ ヤの適正化により 、 運転士の人件費や燃料費等の運行経費（ 約１ ， ５ ９ ０ 万

円） が抑えら れ、 収支率の向上が期待でき ます。  

⚫  減便により 、 １ 便あたり の利用者が平日、 土休日と も に１ ． ５ 倍に増加し た場合で

も 、 積み残し は発生し ません。  
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